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八
月
五
日
㈯
に
、
毎
年
恒

例
の
青
木
村
夏
ま
つ
り
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
恒
例
の
保
育
園
児

に
よ
る
ひ
ま
わ
り
太
鼓
の
演

奏
に
始
ま
り
、出
発
式
を
行
っ

た
後
、
踊
り
連
五
連
、
子
ど

も
神
輿
十
五
連
、
大
人
神
輿

七
連
が
賑
や
か
に
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

吉
本
お
笑
い
芸
人
「
こ
て
つ
」

の
司
会
の
も
と
、
お
馴
染
み

の
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
、
中

学
校
吹
奏
楽
部
、
義
民
太
鼓

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
青
木
村
で

研
修
中
の
東
京
農
業
大
学
学

生
九
名
に
よ
る
、
農
大
名
物

「
大
根
踊
り
」
の
披
露
と
、
村

内
の
公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
青

木
村
吹
奏
楽
団
」
の
発
案
に

よ
っ
て
実
現
し
た
、
小
中

学
生
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
大
勢
の
皆
様

に
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
、

大
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
多

今年もアツイ夏がやってきた!

ひまわり太鼓

く
の
村
内
外
の
企
業
の
皆

様
の
ご
寄
附
の
も
と
、
約

八
〇
〇
発
も
の
大
迫
力
の
花

火
が
夜
空
を
美
し
く
彩
り
ま

し
た
。

　
こ
の
夏
ま
つ
り
の
開
催
に

あ
た
っ
て
は
消
防
団
員
や
交

通
安
全
協
会
な
ど
、
大
勢
の

皆
様
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
安
全
に
開
催
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
更
に
翌
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
に
も
大
勢
の
皆
様
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
さ

に
村
民
一
同
で
作
り
上
げ
た

夏
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

盆踊り 出発式
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神
輿
グ
ラ
ン
プ
リ
の
結
果

あ
お
き
っ
子
神
輿
の
部

　
優
　
　
　
勝
　
当
郷
区
育
成
会

　
準
　
優
　
勝
　
入
田
沢
区
育
成
会

　
三
　
　
　
位
　
青
木
区
育
成
会

大
人
神
輿
の
部

　
優
　
　
　
勝
　
義
民
太
鼓
保
存
会

　
準
　
優
　
勝
　
当
郷
若
連

　
三
　
　
　
位
　
商
工
会

大人神輿の部優 

勝

三 

位準
優
勝

優 

勝

三 

位準
優
勝

優 
勝

三 

位準
優
勝

優 
勝

三 

位準
優
勝

優 

勝

三 
位準

優
勝

優 

勝

三 
位準

優
勝

優 

勝

三 

位準
優
勝

優 

勝

三 

位準
優
勝

優 

勝

三 

位準
優
勝

優 

勝

三 

位準
優
勝

あおきっ子神輿の部

ボランティアによるごみ拾い

東京農大  大根踊り

義民太鼓保存会

青木中吹奏楽部 青木小金管バンド

大賑わいの会場吉本お笑い芸人「こてつ」

70名越えのコラボ演奏

優 

勝

三 
位準

優
勝

優 

勝

三 
位準

優
勝
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親子連れで賑わうブース前

タチアカネ蕎麦のおもてなし

特産品のPR・販売

信州・小県 ご当地蕎麦イベント開催
　8月19日㈯ 軽井沢プリンスショッピングプラザ特設会場で、小県郡長和町・青木村共催による、ご
当地蕎麦イベントが開催されました。長和町の「ダッタンそば」、青木村の「タチアカネ蕎麦」の振る
舞いをはじめ、特産品の販売、観光PR、移住定住相談会など、両町村の良いところを紹介しました。
　このイベントは今年で２回目の開催で、今年は夏休み中ということもあり多くのご来場をいただき
イベントは大盛況でした。

タチアカネ蕎麦
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信州青木村 Vol.29地域おこし隊通信
夏の終わりのハーモニー今月の

おこしごと
青木村の夏は短いです。「トマトが赤くなると医者が青くなる」というヨー
ロッパの言い伝えがありますが、気温が上がらなくて「トマトが赤くなら
ず農家が青くなる」になりそうです…

　耕作放棄地の利活用と持続可能な農業推進活動の一環とし
て始めた、農薬・化成肥料・除草剤を使わない畑。梅雨の時
期に雨が少なくて、発芽しなかったり植えた苗が枯れてし
まったりと苦労しています。
　ニンジンもなかなか発芽しなくて何度も種を蒔き直し、梅
雨明け後のまとまった雨でなんとか少し発芽しました。せっ
かく芽が出たので全て大切に育てたいのですが、あまり密

集していると大きくならない
ので間引いて間隔を広げます。
まだ小さなニンジンの根を痛
めないようにハサミで切った
り引っこ抜いたりしていきま
す。この間引き作業、どれを
残すかいつも悩みます。いい
間隔のところに苗があればい
いのですが、まとまって出て
いる大きく良い苗を間引くの
は心が痛みます。発芽で苦労
しただけに断腸の思いです。
せめてもと思い、引っこ抜い
たニンジンを別の場所に植え
替えました。しかしこちらは
雨予報が外れ枯れてしまいま
した…。

●どっちを取る!?

●絵はがきの販売を
　　　　　　　始めます

●青木村夏まつり

　昨年度、青木村の風景画の絵はがきを製作し、村
内の宿泊施設・日帰り温泉・郷土美術館・昆虫資料
館に置いて利用していただいた方に配布していま
す。購入したいとの声もいただいているのですが、
こちらは補助金を活用して製作したため自由に販売

が出来ませんでした。
　そこで新しく別の絵は
がきを製作し、道の駅あ
おきで販売を始める事に
しました。これから少し
ずつ種類も増やして行く
予定です。村外へのお便
りやお土産などにいかが
でしょうか。

　８月５日に例年通り青木村夏まつりが開催され、おこし隊
も会場準備や神輿担ぎをしました。御神輿から始まり、吹奏
楽、金管バンド、義民太鼓が披露され、最後に花火で幕を閉
じました。雨の心配もなく楽しいひとときを過ごせたように
思います。また花火の綺麗さや迫力、そしてはかなさはいつ
見ても素晴らしいと感じます。決して規模は大きくない青木
村夏まつりですがいつまでも続いてもらいたいと思います。
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　青木村では、道の駅あおき内へ観光・移住定住など村の包括的な情報を発信し、休憩ができる
スペースを有する情報提供・休憩施設の整備を進めております。情報提供・休憩施設の開設は平
成30年4月の予定で、村民の皆様やご利用いただく皆様により一層親しみを持っていただくこと
を踏まえて、名称を公募いたします。

１．募集内容
  　情報提供・休憩施設（木造 平屋建て 約150㎡）
２．応募資格
  　どなたでも応募いただけます。
３．応募期間
  　平成29年9月1日㈮ から平成29年9月29日㈮ 必着
４．応募方法
  　※応募は１人１点とします。
  　　下記の必要事項をご記入の上、総務企画課へ持参いただくか、郵送、電子メール、FAX等

でご応募ください。
  　（必要事項）
  　　① 施設の名称
  　　② 名称に関する50字程度の説明（名付けた理由など）
  　　③ 応募者本人の氏名、住所、電話番号（昼間ご連絡がとれるご連絡先）
５．決定時期
  　平成29年10月下旬頃（予定）
  　　※採用作品は、広報あおき及び村公式ホームページで発表予定
  　　　（採用された方には、青木村内で利用できる地域消費券を進呈いたします。）

６．決定方法
  　道の駅あおき高機能拠点化プロジェクト幹事会で決定

【応募・お問い合わせ先】
総務企画課　事業推進室
〒386-1601　青木村大字田沢111
TEL：0268-49-0111（内115）
FAX：0268-49-3670
メール：somu@vill.aoki.nagano.jp
詳しい内容や応募様式については、
村公式ホームページをご覧ください。

情報提供・休憩施設の
　　　　　　名称公募について

建設される情報提供・休憩施設
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農
業
委
員
会
が
法
改
正
に
よ
り
新
体
制
へ
移
行
し
ま
し
た

農業委員会だより 編集／青木村農業委員会
　　　農業委員だより編集委員会

第8号青木村

今
あ
る
農
地
を
活
か
し
、
守
り
、

　
　
　
残
し
て
い
く
た
め
に

　
　
　
求
め
ら
れ
る
も
の
…
‼

第
23
期

　
農
業
委
員
会

会
長  

塩
澤 

正
隆

　

農
業
委
員
会
法
の
改
正
で
新
た
な

農
業
委
員
12
名
が
村
長
よ
り
選
任
さ

れ
、
村
議
会
の
同
意
を
得
て
、
去
る
７

月
20
日
村
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
農
業
委
員
会
法
改
正
で
、
最

も
大
き
な
改
正
点
は
、『
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
』
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

で
す
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
４
名

が
農
業
委
員
会
会
長
よ
り
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
て
同

日
に
新
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
会
長
、

会
長
代
理
、
農
政
部
会
長
、
農
地
部
会

長
等
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
生
会
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な

り
、
元
よ
り
農
業
委
員
と
し
て
経
験
も

な
く
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に

応
じ
た
農
業
委
員
会
事
業
活
動
を
進

め
、
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
っ

て
青
木
村
の
農
業
振
興
と
今
あ
る
農
地

を
活
か
し
、
守
り
、
残
し
て
い
く
た
め

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
を
語
る
と
き
、
色
々
な
所
で
厳

し
い
こ
と
ば
か
り
言
わ
れ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
農
業
の
良
さ
に
つ
い
て
見

つ
け
出
し
て
い
き
た
い
。
農
業
は
食
糧

を
生
産
し
て
い
る
生
命
産
業
で
す
。

　

農
産
物
輸
入
自
由
化
が
進
み
、
日

本
は
世
界
最
大
の
食
糧
輸
入
国
で
あ

り
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
食
料
自
給
率
は

38
％
（
２
０
１
６
年
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
輸
入
生
鮮
農
産
物
の
ほ
と
ん
ど
が

国
産
農
産
物
よ
り
低
価
格
と
な
っ
て

お
り
、
消
費
者
に
と
っ
て
お
買
い
得
商

品
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
外
国
の
農
薬

使
用
基
準
一
つ
み
て
も
日
本
と
は
異

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
農
業
は
安
全
・
安
心
・
新
鮮
な

農
産
物
生
産
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

『
日
本
人
の
健
康
は
日
本
農
業
な
く
し

て
は
あ
り
得
な
い
』
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
青
木
村
農
業
振
興
策
と
し
て
、『
小

さ
い
農
業
で
稼
ぐ
』
家
族
経
営
農
業
が

向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
小
さ
い

農
業
だ
か
ら
こ
そ
独
自
性
が
発
揮
で

き
、
な
か
で
も
女
子
力
の
存
在
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
女
性
が
も
っ
と
輝
く

よ
う
な
農
業
が
実
現
で
き
る
よ
う
に

皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
品

揃
え
を
増
や
す
方
法
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
農

産
物
の
産
地
開
発
等
を
関
係
機
関
の

農
業
指
導
を
仰
ぎ
、
道
の
駅
あ
お
き
の

直
売
所
出
荷
を
目
指
し
て
、
生
涯
現
役

ち
ょ
っ
と
金
儲
け
が
で
き
る
生
き
が

い
農
業
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
特
色
の
あ
る
農
産
物
に
は
食
生
活

を
豊
か
に
す
る
機
能
性
食
品
の
す
ご

い
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
年
を
取
っ
て

か
ら
で
も
『
ず
く
を
出
し
、
体
を
動
か

し
、ち
ょ
っ
と
頭
を
使
う
』農
業
で
、【
健

康
寿
命
】
を
少
し
で
も
延
ば
せ
た
ら
幸

せ
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

優
良
農
地
が
ま
と
ま
っ
て
維
持
さ

れ
て
い
る
地
域
こ
そ
が
、
将
来
豊
か
な

地
域
づ
く
り
が
で
き
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
農
業
委
員
会
の
任
務
は
、

農
地
行
政
の
執
行
、
農
地
利
用
の
最
適

化
等
の
本
来
の
役
割
を
果
た
し
、
農
業

振
興
策
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行

い
、
青
木
村
の
重
点
政
策
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
【
健
康
寿
命
】
が
少
し
で
も
延

び
る
様
な
活
動
を
村
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

■ 

青
木
村
農
業
委
員
会 

役
員（
任
期
３
年
）

　
会
　
　
長
　
　
　
　
塩
澤
正
隆

　
会
長
代
理
　
　
　
　
金
井
成
夫

　
農
政
部
会
長
　
　
　
宮
下
勇
一

　
農
政
副
部
会
長
　
　
松
倉
秀
男

　
農
地
部
会
長
　
　
　
沓
掛
忠
人

　
農
地
副
部
会
長
　
　
堀
内
藤
雄

青木村各地区の委員紹介
◎農業委員
当　　郷 ……………… 北村　民雄
村　　松 ……………… 宮下　勇一
　　　　　　　　　　  沓掛　忠人
中村、中挾、青木 ……… 塩澤　正隆
入  田  沢 ……………… 若林　忠利
下奈良本 ……………… 松倉　秀男
入奈良本 ……………… 堀内　藤雄
沓　　掛 ……………… 山浦　　猛
夫　　神 ……………… 上田　洋平
細　　谷 ……………… 金井　成夫
　　　　　　　　　　  工藤　章訓
殿　　戸 ……………… 花見　雄二

農業・農地のことならお気軽にご相談ください！

◎農地利用最適化推進委員
当郷・村松区域 ………………… 北澤　栄一
大字田澤区域 ………………… 林　　万雄
下奈良本・入奈良本・沓掛区域 … 沓掛　弥澄
夫神・細谷・殿戸区域 ………… 小林　秀樹
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９月は健康増進普及月間です

●そもそも特定健診は、どんな健診なの？
　生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームに着目した健診です。しかし、メタボではない人でも、
血管の中では異常が生じていることは少なくありません。
　日本人の死因の約４分の１を占める、脳血管疾患や心疾患は生活習慣病が原因であることが多い病気です。
つまり、生活習慣病は命にかかわる怖い病気です。そんな怖い病気なのに、生活習慣病は自覚症状がほとん
どありません。生活習慣病を見つけ、早めに対応するために健診を受けましょう。

〇ちなみに・・・
　特定健診は 40 ～ 74 歳のすべての被保険者・被扶養者への実施が保険者に義務付けられています。青木村
国民健康保険に加入されている 40 ～ 74 歳の特定健診受診率は 40.5％（H27 年）で、県内 77 市町村のう
ち 66 位という状況です。

●村の特定健診は誰が受けられるの？
　40 ～ 74 歳の青木村国民健康保険加入者が対象です。定期的に病院へ通院している場合や、お薬を飲んで
いる方も健診を受けられます。病院での検査が特定健診の項目を満たしていない場合は、健診を受けてかか
りつけのお医者さんにも結果を報告しましょう。

青木村国民健康保険に加入されている皆さん！
『特定健診』はお済みですか？

健診はお金がかかる
から嫌だなあ。

生活習慣病は自覚症状が出ないみたいだし、脳梗塞や心筋梗塞に
なったら仕事もできなくなっちゃうよね・・・。健診を受けてい
ないって怖いことなんだね。

特定健診が大切な健診だということは、わかってもらえたかな？
それじゃあ次は、お得なポイントについて説明します。

ちょっと待って！！
青木村の特定健診はお得なポイント
がたくさんあるんです！
受けなきゃ損ですよ！

仕事で忙しいし、何
も症状はないから健
診は遠慮するよ。

平成 29年 9月号8



診てもらえる検査項目が多い！

健診にかかる費用を村が助成している！

お得なポイント①

お得なポイント②

●健診の日程は
　11 月 9 日㈭・10 日㈮に保健センターで行います。今年度、最後の健診です！！
既に申し込みをいただいている方には個人通知にてお知らせします。新たに特定健診を希望される方は、
9 月 22 日（金）までに申し込んでください。
　また、村では 19 歳～ 39 歳の青木村国民健康保険加入者対象の健診（循環器健診）も、同様の項目と料金
で実施しています。家族みんなで健診を受けましょう！

【お問い合わせ先】住民福祉課  保健師　　情  49-3132
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 49-0111（内線 139）

身体測定、血圧測定、内科診察、尿検査（尿蛋白、尿糖）、血液検査｛脂質（中性脂肪、LDL コ
レステロール、HDL コレステロール）、血糖（空腹時血糖、ヘモグロビン A1c）、肝機能（GOT、
GPT、γ -GTP）｝が国で勧めている基本的な項目です。

＊＊＊この他にも、青木村では以下の項目を独自に追加して実施しています＊＊＊

尿検査（尿潜血）、血液検査｛腎機能（尿素窒素、クレアチニン）、肝臓・胆のう機能（コリンエステラー
ゼ、アルカリフォスファターゼ、総ビリルビン、アルブミン等）、貧血検査（白血球数、赤血球数、
血色素量、ヘマトクリット等）｝、心電図検査、眼底検査

　特定健診と同様の検査項目を医療機関で受けようとすると、1 人当たり約 10,000 円※１を自費
で支払うことになりますが、特定健診は村が費用の一部を助成しているため、皆さんにお支払い
いただく受診料は 1,500 円※２で、お得です。
　　※１…医療機関により異なります。
　　※２…特定健診と同時に実施している前立腺がん検診・肝炎ウイルス検査を希望される場合は、別途追加料
　　　　　金がかかります。

症状がなくても、健康に自信があっても・・・血管の中は、知らないう
ちに傷ついている可能性があります。
家族みんなで１年に１度は必ず健診を受けて、健康チェックをしましょ
う！わからないことや、相談したいことがあれば、お気軽に保健師へご
相談ください。

検査項目がたくさんあって、健診料金は村が助成してくれているなんて知
らなかったな。病気になってたくさんのお金がかかることを考えたら、安
い料金で病気を早いうちに見つけて対応した方が経済的だね！

9広報あおき　462号



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

　
　
午
前
九
時
半
～
十
一
時
半

場　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
輸
血
用
の
血
液
は
人
工
的
に

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
期

保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

献
血
か
ら
生
ま
れ
る
“
愛
の
贈

り
も
の
”
が
大
切
な
貴
い
命
を

救
い
ま
す
。

　
献
血
に
ご
協
力
頂
い
た
方
に

は
粗
品
を
進
呈
致
し
ま
す
。
大

勢
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
概
ね
六
十
歳
～
七
十
九
歳
の

方
を
対
象
に
「
認
知
症
予
防
」

「
転
倒
予
防
」
を
目
的
と
し
た

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
第
七
回

日　
時
　
十
月
三
日
㈫

　
　
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場　
所
　
文
化
会
館
　
講
堂

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
た
め
の

　
　
　
　
飲
み
物

　
参
加
、
送
迎
を
希
望
さ
れ
る

方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い
る

方
で
参
加
、
送
迎
を
希
望
さ
れ

る
方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
三
才
山
病
院
よ
り
講

師
を
お
迎
え
し
、
筋
力
ア
ッ
プ

の
た
め
の
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

●
第
六
回

日　
時　
九
月
二
十
日
㈬

　
　
　
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場　
所
　
文
化
会
館
　
講
堂

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
た
め
の

　
　
　
　
飲
み
物

　
参
加
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
送
迎
を
希
望
さ

れ
る
方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
献
血
を
実
施
し
ま
す
。

日　
時
　
九
月
二
十
八
日
㈭

診
し
て
下
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉

課
保
健
師
ま
で
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
心
の
悩
み
に
保
健
師
が
応
じ

る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
行
い

ま
す
。

相
談
日
九
月
五
日
㈫

　
　
　
九
月
二
十
日
㈬

時
間
　
午
後
一
時
半
～
四
時
半

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
予
約
制（
各
回
一
人
～
二
人
）

で
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
住

民
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
を
行

い
ま
す
。

　
今
月
は
薬
剤
師
の
池
田
純
之

助
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
お
薬

の
話
」
を
お
聞
き
し
ま
す
。

日　
時
　
九
月
十
二
日
㈫

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

●
第
六
回

日　
時
　
九
月
二
十
二
日
㈮

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
一
時

場　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
栄
養
指
導
実
習
室

参
加
費
　
五
百
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾・

　
　
　
　
タ
オ
ル

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

九
月
二
十
日
㈬
ま
で
に
、
住
民

福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
今
年
度
の
乳
房
超
音
波
検
診

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
三
十
歳
以

上
の
女
性
で
す
。

検
診
日

九
月
八
日
㈮
、
十
二
日
㈫
、

十
三
日
㈬
、
十
四
日
㈭
、

二
十
七
日
㈬

十
月
二
日
㈪
、
五
日
㈭

場　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
検
診
で
は
、
ひ
と
り
七
～
八

分
程
度
の
時
間
が
掛
か
る
た
め
、

完
全
予
約
制
で
実
施
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
を
し
た
方
は
個
人

通
知
で
日
時
を
確
認
の
上
、
受

　
０
歳
か
ら
未
就
園
の
お
子
さ

ん
を
対
象
に
、
身
長
・
体
重
測

定
や
保
健
師
に
よ
る
育
児
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食
（
幼
児

食
）
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
九
月
十
五
日
㈮

時　
間
　
午
前
九
時
～
十
二
時

（
離
乳
食
相
談
は
午
前
九
時
半
～

十
一
時
半
）

場　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
手
帳

　
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉

課
保
健
師
ま
で
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
「
男
性
の
料
理
教
室
」
の
第

六
回
目
を
開
催
し
ま
す
。
家
で

も
作
れ
る
内
容
で
、
料
理
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
が
広
が
り
ま
す
。

男
性
の
方
で
料
理
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

介
護
者
の
つ
ど
い
の
お
知
ら
せ

献
血
の
お
願
い

母
子
相
談・離
乳
食
相
談
の

お
知
ら
せ

筋
力
ア
ッ
プ
ほ
き
ぼ
き

教
室
の
お
知
ら
せ

脳
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
の
お
知
ら
せ

男
性
の
料
理
教
室
の
お
知
ら
せ

乳
房
超
音
波
検
診
の
お
知
ら
せ
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♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除・猶
予
と
な
る「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶

予
制
度
（
五
十
歳
未
満
）」
が

あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
を

し
て
い
る
市
区
役
所
お
よ
び
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
受
付
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
、

平
成
二
十
九
年
七
月
分
か
ら
平

成
三
十
年
六
月
分
ま
で
の
期
間

を
対
象
と
し
て
審
査
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去

の
期
間
に
つ
い
て
は
、
申
請
書

を
提
出
し
た
日
か
ら
二
年
一
カ

月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

ジェネリック医薬品とは？
　ジェネリック医薬品は「後発医薬品」といって、最初に作られた医薬品(先発医薬品)
の特許が切れてから作られた医薬品のことをいいます。安全性や効き目は、先発医薬品
と同等であると厚生労働省が認めています。また、先発医薬品と違い開発経費が少ない
ことから価格が安く設定できるため、医師から処方された皆さんの薬代が節約できる
ばかりでなく、年々増加傾向となっている国民健康保険や後期高齢者医療の医療費の
節減にもつながります（価格は、先発医薬品の2 ～ 8割程度といわれています）。医薬品
の中には、ジェネリック医薬品に変えられない場合もありますのでご了承ください。

ジェネリック医薬品を利用したい方は？
　医療機関の窓口や医師、薬剤師の方へ診察等を受ける前に利用の意思を伝えなけれ
ばなりません。「ジェネリック医薬品希望カード」と保険証等を一緒に提示することで、
簡単に利用する意思を伝えられます。「ジェネリック医薬品希望カード」は村内外の薬
局にて無料配布していますのでおたずねください。

ジェネリック医薬品についての詳しいご質問は
医薬品医療機器機構(くすり相談窓口)　☎ 03-3506-9457
日本薬剤師会(くすり相談窓口)　　　　☎ 03-3353-2251

国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者の方へ
ジェネリック医薬品を利用しましょう

に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘

れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を

有
し
て
い
る
方
等
は
、
一
度
、

市
区
役
所
お
よ
び
町
村
役
場
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
ま
た
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問  

小
諸
年
金
事
務
所

☎
〇
二
六
七
―
二
二
―
一
〇
八
〇

問  

住
民
福
祉
課

情
　
五
〇
―
五
〇
〇
四　
　

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　

水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）

は
お
客
様
の
水
道
ご
使
用
量
を

正
確
に
計
算
す
る
た
め
、
計
量

法
に
よ
り
有
効
期
限
が
八
年
間

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
取
替
が
必
要
と
な
る
地

域
の
お
宅
に
は
村
指
定
の
給
水

装
置
工
事
事
業
者
が
水
道
メ
ー

タ
ー
交
換
に
お
伺
い
し
ま
す
。

取
替
工
事
の
た
め
、
お
宅
の
敷

地
内
へ
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
取
替
作
業
に
際
し
ま

し
て
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の
周
辺

に
は
支
障
と
な
る
物
な
ど
置
か

な
い
よ
う
に
ご
配
慮
を
お
願
し

ま
す
。

・
取
替
地
域

　
中
村
・
中
挾
地
区

　
沓
掛
地
区

　
青
木
の
森
地
区
の
一
部

・
取
替
予
定
時
期

　
九
月
下
旬
か
ら

青木村
燃やせるごみ排出量

平成29年
7月分

平成28年
7月分 前年対比

39,620Kg 45,190Kg 87.67%
7月分の燃やせるごみ排出量です。
前年に比べ大幅に削減できました。
燃やせるごみの増加は焼却に掛かる費用や
今後予定されているクリーンセンター建設
費用の青木村分の増額に直結します。皆さ
んでごみの減量をすすめましょう！

　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
か
ら
、

車
検
時
の
納
税
確
認
が
電
子
化

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
納
税
証

明
書
の
呈
示
を
省
略
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
軽
自
動
車

を
除
く
）。

　
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
二
十
九

年
四
月
か
ら
、
減
免
の
承
認
を

受
け
て
い
る
自
動
車
の
納
税
証

明
書
（
継
続
検
査
用
）
の
送
付

を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
納
税
証
明
書
の
交
付

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
近

く
の
県
税
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

東
信
県
税
事
務
所

上
田
事
務
所
管
理
係

☎
　
二
五
―
七
一
一
七

税
務
会
計
課

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等

の
申
請
に
つ
い
て

自
動
車
税（
軽
自
動
車
税
を

除
く
）の
減
免
を
受
け
て
い

る
皆
様
へ

（
長
野
県
東
信
県
税
事
務
所
上

田
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問  

総
務
企
画
課

情
・
☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
交
通
安
全
協
会
青
木
部
会
で

は
現
在
、
全
戸
を
対
象
に
平
成

二
十
九
年
度
の
協
力
金
の
集
金

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
協
力
金
は
村
内
の
交

通
安
全
活
動
の
た
め
使
わ
れ
ま

す
。

　
十
一
月
頃
ま
で
に
、
安
協
の

地
区
役
員
等
が
訪
問
い
た
し
ま

す
。
集
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問  

総
務
企
画
課

情
・
☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
女
性
を
対
象
と
し
た
合
同
企

業
説
明
会
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日　

 

時
　
九
月
二
十
日
㈬

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
一
時

（
受
付
九
時
三
十
分
～
）

会　
場
　
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

多
目
的
ル
ー
ム

参
加
費
　
無
料（
要
申
し
込
み
）

　
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

七
月
三
十
一
日
付
退
職

　
住
民
福
祉
課
　
土
屋
香
子

（
保
健
師
）

日
時
　
九
月
十
四
日
㈭

　
　
　
午
前
九
時
四
十
五
分
～

　
　
　
十
時
四
十
五
分
頃

※
自
由
見
学
、
自
由
解
散
と
な

り
ま
す
の
で
受
付
を
忘
れ

ず
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

場
所
　
あ
お
き
っ
子
広
場

（
雨
天
…
保
育
園
で
室
内
遊
び
）

服
装
　
汚
れ
て
も
良
い
服
装（
下

は
長
ズ
ボ
ン
）、
長
靴
、
帽
子

持
ち
物
　
着
替
え
一
式
、
水
筒

　
　
　
　（
水
・
麦
茶
）

（
※
必
要
な
方
は
虫

よ
け
を
お
持
ち
下

さ
い
。）

（
雨
天
…
親
子
共
に
上
履
き
）

内
容

　「
あ
お
き
っ
子
広
場
で

　
　
　
　
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
」

　
対
象
者
は
、
在
園
児
の
保
護

者
及
び
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
で
す
。
本
年
度
最
後
の
園
開

放
に
な
り
ま
す
。
ご
都
合
の
付

く
方
は
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問  

青
木
村
保
育
園

情
・
☎　
四
九
―
二
〇
六
三

　
九
月
二
十
一
日
㈭
以
降
、
携

帯
電
話
事
業
者
が
、
新
し
い
周

波
数
帯
を
利
用
す
る
こ
と
に
伴

い
、
現
在
ご
視
聴
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
受
信
に
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
の
周
知
と
テ
レ
ビ

映
像
に
影
響
が
出
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
、
７
０
０
Ｍ
Ｈ

ｚ
（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
利
用
推
進

協
会
が
、
九
月
七
日
頃
と
九
月

十
四
日
頃
の
二
回
、
次
の
地
区

へ
チ
ラ
シ
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
策
工
事
等
の
実
施

に
伴
い
費
用
を
請
求
す
る
こ
と

は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

チ
ラ
シ
配
布
地
区

　
大
字
沓
掛
・
大
字
殿
戸
・

　
大
字
田
沢
・
大
字
奈
良
本

問  

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信

　

  

障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎ 

〇
一
二
〇
―
七
〇
〇
―
〇
一
二

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
受
信
障
害
へ

の
事
前
対
策
と
し
て
、
青
木
村

高
速
情
報
通
信
セ
ン
タ
ー
の
受

信
設
備
の
改
修
を
、
九
月
七
日

教
育
委
員
会

総
務
企
画
課

園
開
放
の
お
知
ら
せ

テ
レ
ビ
の
視
聴
に
関
す
る
お
知
ら
せ

役
場
職
員
人
事
異
動
に
つ
い
て

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
午
前

十
一
時
か
ら
十
一
時
四
十
五
分

ま
で
の
間
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
視
聴
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
（
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
）。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問  

青
木
村
高
速
情
報
通
信
セ
ン
タ
ー

情
・
☎
　
四
九
―
二
一
〇
六

　
交
通
安
全
協
会
青
木
部
会
で

は
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中

に
、
電
動
車
い
す
講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

日　
時
　
九
月
二
十
七
日
㈬

　
　
　
　
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

会　
場
　
青
木
村
文
化
会
館

駐
車
場

参
加
費
　
無
料

＊
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

＊
会
場
が
遠
方
で
送
迎
が
必
要

な
方
は
送
迎
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
の
際
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
講
習
会
で
は
普
段
電
動

車
い
す
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

方
だ
け
で
な
く
、
電
動
車
い
す

に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
や
購

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

電
動
車
い
す
講
習
会
の

お
知
ら
せ

交
通
安
全
協
会
青
木
部
会 

協
力
金
の
お
願
い

自
分
ら
し
く
働
き
た
い
女
性

の
た
め
の
お
し
ご
と
フ
ェ
ス

タ（
合
同
企
業
説
明
会
）

無
料
託
児
　
先
着
十
名

　
　
　
　
　（
要
申
し
込
み
）

内　
容

　
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
、

就
職
相
談
ブ
ー
ス

セ
ミ
ナ
ー

　『
お
仕
事
さ
が
し
“
は
じ
め

の
一
歩
”
セ
ミ
ナ
ー
』

講　
師
　
赤
沼
　
典
昌
氏

　（
マ
ー
ベ
ル
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
代

表
、日
本
経
団
連
キ
ャ
リ
ア・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

共　
催
　
東
信
州
次
世
代
産
業

　
　
　
　
振
興
協
議
会

　
詳
細
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
『
地
域
人

材
バ
ン
ク
な
が
の
（http://

jin
zaib

an
k-n

agan
o

.
com

/

）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 （
一
財
）
浅
間
リ
サ
ー
チ
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎ 

〇
二
六
八
―
二
一
―
四
三
七
七
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

〈九月〉 青木の空模様
　　　　　「女心と秋の空 水害にも注意」 文責：岩渕 登喜夫

　「天高く馬肥ゆる」秋は、春と同じく年のうちでも快適に過
ごせる気候である。しかし、暖候期から寒候期への変わり目で
あるため、梅雨と同じく雨季と呼ばれる「秋の長雨」があり、
また、台風も来襲するアクシデントにより、梅雨に次ぎ雨の多
い季節であり複雑な天気を示す。
　9月になると夏の間日本列島を覆っていた太平洋高気圧
が衰え、代わって乾いた空気を持つ移動性高気圧に覆われる
頻度が多くなる。このため、南風も弱まわって、青木村は朝晩
めっきり涼しくなり、木や野菜には露が目立つ。それでも９月
中旬頃までは、時には太平洋高気圧が盛り返し、日中は30度
を越す残暑に喘ぐこともある。こんな季節は朝型の冷気で寝
冷えを起こし風邪をひく人が多いから注意が必要。
　さて、秋の最も注意すべきは台風である。
台風は熱帯地方に発生する低気圧であり、年間約26個が発生
し、甲信地方に接近するのは３個が平均とされ、９月が多く
なっている。昔から立春から数えて210日目に当たる９月１
日、あるいは220日目の９月10日は台風が来襲する頻度が多

いと恐れられているが、統計上では９月中旬頃が一番来る傾
向である。９月下旬に来襲する台風は規模が大きく非常に強
いのが多く、大きな被害をもたらすので警戒を要す。例えば、
昭和34年の史上最大の死者約5000人を出した伊勢湾台風

（県内27人）がある。大きな災害を起こす台風は210日よりも
９月16日から26日頃で、年によっては多少ずれるが、農家に
とっては収穫期であり、一応の目安として注意が必要である。
　９月も中旬を過ぎると太平洋高気圧の勢力の後退で、つゆ
明けの時に日本の北に北上していた前線は再び日本の南岸ま
で下がってくる。このため９月中旬から10月中旬の約１ヶ月
は秋の長雨の時期である。秋雨前線の影響と台風などにより、
つゆ期よりも雨量が多くなる年もある。この秋はつゆ期と共
に水害の多い時期である。
　よく9月20日過ぎごろは連日降雨があって雨量を重ねてい
るうちに台風接近して豪雨災害となることがあるので水害に
は十分注意が必要である。

※おもな行事のみ掲載をしておりますので、詳しい内容・掲載されていない行事につ
いては、生涯学習カレンダーをご覧いただくかもしくは、各担当へご連絡ください。

今月のおもな行事予定
1 金 お誕生相談　２歳児健診　健康相談

2 土 希望保育
小学生のためのおはなし会

3 日 第17回上小壮年ソフトボール大会　総合防災訓練

5 火 脳と体のストレッチ教室⑥
心の健康相談

6 水 わくわく広場
7 木 法律相談・身障相談
8 金 乳房超音波検診

9 土 希望保育
幼児のためのおはなし会

10 日 スポーツレクリエーション祭2017「秋の部」

12 火 介護者のつどい⑥
乳房超音波検診

13 水 さわやか体力づくり　乳房超音波検診
14 木 保育園開放③（広場）　お口の健康相談②　乳房超音波検診
15 金 母子相談・離乳食相談
16 土 希望保育

17 日
結婚相談
信州昆虫資料館　小川原先生のハチ講座＆コンサート
タチアカネそば花・実まつり

20 水 筋力アップほきぼき教室⑥
心の健康相談

21 木 赤ちゃんのためのおはなし会
22 金 男性の料理教室
25 月 マンモグラフィ検診
26 火 マンモグラフィ検診

27 水 乳房超音波検診

28 木 献血

30 土 希望保育
図書館休館

ハロウィンジャンボは、
１等・前後賞合わせて５億円！

１　　等▶３億円×10本
前後賞各▶１億円×20本
２　　等▶ 1,000万円×20本
　※当せん本数は発売総額300億円・10ユニット

※昨年のオータムジャンボ宝くじ（第700回全国自治宝くじ）の時効
（平成29年10月25日㈬）が迫っておりますのでお忘れなく。

この宝くじの収益金は市町
村の明るいまちづくりや環
境対策、高齢化対策など地域
住民の福祉向上のために使
われます。

抽せん日は
平成29年11月9日㈭

「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャ
ンボミニ」が10月11日㈬から10月31日㈫まで発
売されます

笑いが止まらない
　　２つのジャンボ！

9月7日㈭

9月7日㈭

身障相談

弁護士法律相談

午後1時〜3時
場所 : 老人福祉センター

午後1時〜3時
先着４名・要予約

場所 : 老人福祉センター

9月17日㈰
結婚相談

午後1時〜4時
場所 : 老人福祉センター

信州うえだ農協・郵便局

9月25日㈪
その他の金融機関

10月2日㈪

今月の納税口座振替日

残高の確認を、お願いします。
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病者の重症度によって治療の優先度を振り分ける「トリ
アージ」を実施します。「トリアージ・タッグ」と呼ばれ
るカードを重症者（赤）、中等症者（黄）及び軽症者（緑）の
症状別に色分けして傷病者へ取り付け、各タグに対応し
た病院で、多数の傷病者に対応します。
災害対応病院の傷病者受入態勢

大規模災害時の医療体制
◆医療救護所の開設
　大規模な災害（震度６弱以上の地震等）が発生した
場合、松本市では、災害対策本部医務班を設置し、

「災害時医療救護活動マニュアル」に基づき、地域の
医療救護活動を円滑に行うため、地域の診療所（医
院）を閉鎖し、市内23カ所に医療救護所を開設しま
す。また、「災害時医療救護活動マニュアル」の全文
は、松本市ホームページに掲載しています。
◆医療救護所の活動内容
　医療救護所には、あらかじめ定めている医師、歯
科医師、薬剤師等が参集し、被災した住民の応急処
置等の医療救護活動を行います。また、限られた医
療態勢で、できる限り多くの傷病者を救うため、傷

区　分 病　院　名
赤タグ 信州大学医学部附属病院、相澤病院

黄タグ まつもと医療センター松本病院、同中信松本病院、
松本協立病院、丸の内病院、松本市立病院

緑タグ 会田病院、一之瀬脳神経外科病院、上條記念病院、
城西病院、藤森病院、松本中川病院

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

松本市松本市

松本城

上高地

上
原
元
教
育
長　
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
雙
光
章
を
受
章

青
木
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
躍
！

ふるさと情報　フォトｄｅあおき

　

上
原
久
夫
先
生
は
、

和
田
中
学
校
長
、
上
田

第
四
中
学
校
長
を
歴
任

後
、
青
木
村
の
教
育
長

を
平
成
五
年
か
ら
十
年

六
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
勤

め
ら
れ
、
平
成
二
十
九

年
度
春
の
叙
勲
で
、
瑞

宝
雙
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
教
育

に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
や

保
小
中
一
貫
教
育
を
進

め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
六
月
に
役
場
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

青
木
村
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
教
室
の
子

ど
も
た
ち
が
七

月
九
日
㈰
に
行

わ
れ
た
「
川
西

地
区
学
童
野
球

大
会
」
で
三
位

に
輝
き
ま
し

た
。

　

浦
里
地
区
と

の
合
同
チ
ー
ム

で
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
が
、

日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
三
位
と
い
う
素
晴
ら
し

い
結
果
に
輝
き
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
二
日
㈯
か
ら
二
十
三
日
㈰
の
二
日
間
、

新
潟
県
弥
彦
村
に
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー

教
室
の
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
に
新
潟
県
弥
彦
村
と
災
害
協
定

を
締
結
し
た
こ
と
に
伴
い
、
様
々
な
分
野
で
の
交

流
を
深
め
て
い
く
中
で
今
回
、
小
学
生
の
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
交
流
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

青
木
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
四

～
六
年
生
、
十
七
名
が
参
加
し
、
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
て
新
潟
県
の
小
学
生
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
を
通
じ
て
弥
彦
村
の
皆
様
に
大
変
お
世

話
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
思
い
出
に

残
る
素
晴
ら
し
い
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

出張版 Vol.4 ▲医療救護所マーク

新
潟
県
弥
彦
村
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
!!
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ふるさと情報　フォトｄｅあおき

　
図
書
館
夕
涼
会
が
七
月
二
十
三
日
㈰
、
二
十
五
日

㈫
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
歴
史
文
化
資
料
館
ホ
ー
ル
で
「
夕
涼
会
の

ひ
と
時
を
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
で
楽
し
も
う
！
」
と

題
し
、
池
田
圭
一
先
生
と
、
あ
お
き
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛

好
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。「
ド
ラ
え
も
ん
の
う
た
」
な
ど
親
し

み
や
す
い
曲
を
中
心
に
演
奏
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
火
曜
日
に
は
、
日
本
け
ん
玉
協
会
公
認
指

導
員
の
清
水
悟
先
生
に
よ
る
、「
け
ん
玉
教
室
」
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
を
中
心
に
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
け
ん
玉
の
ス
ゴ
技
の
披
露
が
あ

り
、
技
が
決
ま
る
度
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　

夕
涼
会
の
後
は
、
か
き
氷
の
振
る
舞
い
も
あ
り
、

夕
方
の
涼
し
い
ひ
と
時
を
多
く
の
皆
さ
ん
で
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

　
二
〇
一
八
年
度
版

カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
に

た
く
さ
ん
の
写
真
を

ご
応
募
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
青
木
村
の
カ

レ
ン
ダ
ー
は
十
一
月

中
旬
に
完
成
予
定
で

す
。

　
広
報
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
の
で

ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　

七
月
三
十
日
㈰
「
特
定
外
来
生
物 

ア
レ
チ
ウ
リ
」
の
駆
除
活
動
が
、

浦
野
川
の
夫
神
橋
か
ら
細
谷
橋
上
流
の
河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
暑
さ
の
中
、
青
木
村
自
然
を
守
る
会
、
議
員
の
有
志
、
青
木
区
役
員
、

一
般
参
加
、
役
場
職
員
な
ど
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
レ
チ
ウ
リ
の
駆
除
は
、
ア
レ
チ
ウ
リ
が

タ
ネ
を
付
け
る
前
に
根
か
ら
抜
き
取
る
こ
と

で
効
果
が
表
れ
ま
す
。

　
村
内
で
も
河
川
や
道
路
の
沿
線
、
荒
廃
地
等

繁
茂
し
て
い
る
場
所
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

外
来
生
物
の
駆
除
に
は
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
意
識
が
重
要
で
す
。
身
の
回
り
の
自
然
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
外
来
生
物
の
被

害
を
防
ぎ
、
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
八
月
二
日
㈬
、
長
和
町
の
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
周
辺
森
林

で
、
上
小
地
区
み
ど
り
の
少
年
団
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十

団
体
と
関
係
者
約
三
百
人
が
集
ま
り
、
青
木
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団

か
ら
は
四・五
年
生
六
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
代
表
校
二
団
に
よ
る
活
動
発
表
が
あ
り
、
子
供
た
ち
は
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
森
の
中

で
種
類
の
違
う
植
物
の
葉
を
五
枚
採
取
し
、
そ
れ
を
使
っ
た
「
葉
っ
ぱ

じ
ゃ
ん
け
ん
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
、
黒
耀
石
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
に
挑
戦
し
、
石
の
削
り
方
な
ど
を

教
わ
り
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
形
の
違
う
個
性
的
な
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
で

き
た
よ
う
で
、
良
い
お
土
産
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
日
は
今
に
も
泣
き
だ
し
そ
う
な
曇
天
の
も
と
、
さ
ほ
ど
暑
く
も

な
く
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

図
書
館「
夕
涼
会
」が
開
催

美
し
い
青
木
村
二
〇
一
八
年
度
版
カ
レ
ン
ダ
ー
写
真
応
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ア
レ
チ
ウ
リ
の
駆
除
活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

上
小
地
区
み
ど
り
の
少
年
団
交
流
集
会

「天使も降りたくなる村!!」  撮影者 ： 竹内賢郎
撮影場所 ： 東御市 （2017年7月撮影）

「春光に映える」  撮影者 ： 渋谷良雄
撮影場所 ： 村松 （2017年1月撮影）
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ふるさと情報　フォトｄｅあおき

盆
踊
り
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

姉
妹
都
市
交
流
事
業　
長
泉
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
実
施
報
告

信
大
Y
O
U
遊
未
来　
川
遊
び

東
京
農
大
八
月
研
修
行
わ
れ
る

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全
国
大
会
出
場

　

七
月
三
十
日
㈰
に
文
化
会
館
で
盆

踊
り
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
沓
掛
早
苗
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
ヤ
ン
レ
ヤ
ン
レ
あ
お
き
・
青

木
音
頭
な
ど
の
曲
を
練
習
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
百
歳
音
頭
を
新
た
に
取
り

入
れ
て
い
た
だ
き
参
加
者
の
皆
さ
ん

で
練
習
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
村
や
地
区

の
夏
祭
り
な
ど
で
踊
り
を
存
分
に
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
月
十
日
㈭
か
ら
十
二
日
㈯
の
三
日
間
、
姉
妹
都
市
長
泉
町
に

て
「
長
泉
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
小
学
生
五・
六
年
の
希
望
者
三
十
五
名
と
大
学
生
十
名

が
長
泉
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
川
遊
び
、
飯
ご
う
炊
さ
ん
を
行
い
、
二
日
目
は
海
水
浴

に
行
き
、
夜
に
は
長
泉
町
の
中
学
生
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
青
木
村
の
盆
踊
り
「
ヤ
ン
レ
ヤ
ン

レ
あ
お
き
」、「
信
濃
の
国
ダ
ン
ス
」
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
最

終
日
は
富
士
山
登
山
を
行
い
、
曇
り
空
の
中
で
し
た
が
無
事
富
士

山
登
山
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
旅
を
通
じ
て
長
泉
町
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、思
い
出
に
残
る
素
晴
ら
し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
月
四
日
㈮
、
信
大
Y
O
U
遊
未
来
の
学

生
に
よ
る
小
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
小
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
六
十
名
も
の
児
童

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
も
川
遊
び
の

企
画
で
小
学
校
裏
の
浦
野
川
で
思
う
存
分
遊

び
ま
し
た
。

　

途
中
の
休
憩
時
間
で
は
ス
イ
カ
割
り
を
行

い
、
全
員
で
ス
イ
カ
を
分
け
合
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

東
京
農
大
の
八
月
研
修
が
夏
ま

つ
り
に
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
村
村
長
の
講
話
に
始
ま
り
、

杜
仲
・
野
菜
の
収
穫
、
学
校
給
食

用
の
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
、
ぶ
ど
う

の
袋
か
け
、
り
ん
ご
の
摘
果
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
管
理
、
エ
ゴ

マ
の
摘
芯
作
業
体
験
や
み
そ
蔵
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

夏
ま
つ
り
で
は
、
伝
統
あ
る
東

京
農
大
の
大
根
踊
り
が
応
援
団
長

の
安
齋
さ
ん
（
３
学
年
）
の
リ
ー

ド
で
披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
も
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、
道
の
駅
あ
お
き

と
の
打
合
せ
を
終
え
た
学
生
た
ち
は
、
盛
り
沢
山
の

研
修
内
容
に
満
足
し
た
表
情
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
農
家
・
団
体
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
少
年
公
式
野
球
連
盟
「
上
田
南
リ
ー
グ
リ

ト
ル
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
」
は
、
３
年
連
続
で
中

学
生
の
全
国
大
会
で
あ
る
「
第
四
十
五
回
リ

ト
ル
シ
ニ
ア
日
本
選
手
権
大
会
」
に
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
青
木
村
で
は
青
木
中
学
校
三
年
の
奈
良
本

昌
汰
君
、
二
年
の
堀
内
琢
斗
君
が
所
属
し
て

お
り
、
出
場
に

あ
た
り
北
村
村

長
よ
り
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

大
会
は
神
宮

球
場
で
行
わ
れ
、

奈
良
県
の
橿か

し

原は
ら

磯し

城き

チ
ー
ム
と

接
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
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村
の
特
産
品
、
コ
ン
パ
ラ
の
実
が
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
道
の
駅
あ

お
き
・
味
処
こ
ま
ゆ
み
に
て
絶
賛
販
売
中

で
す
。

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
似
た
、
ほ
の
か
な
甘

み
と
程
よ
い
酸
味
が
活
き
た
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
は
、
青
木
村
だ
け
で
味
わ
え
る
美

味
し
さ
で
す
。
コ
ン
パ
ラ
の
爽
や
か
な
風

味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
８
月
５
日
㈯
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
第
21
回
長
泉
わ
く
わ
く
祭

り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昼

の
部
で
は
し
ゃ
ぎ
り
や
和
太
鼓
の
演
奏

で
大
通
り
が
賑
わ
い
、
夜
の
部
で
は
約

２
０
０
０
人
が
踊
り
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し
て
、
長
泉
の
熱
い
夜
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
パ
レ
ー
ド
で
は
毎
年
、
踊
り
や
衣
装
、

台
車
の
出
来
な
ど
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
は
48
連
が
参

加
し
た
中
で
、
南
一
色
区
が
大
賞
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
！

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
咲
い
た
わ
く
わ
く
祭
り
。
こ

の
勢
い
で
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
夏
を
乗
り

切
り
ま
す
！

◀
和
太
鼓
の
演
奏

◀
大
賞
を
勝
ち
取
っ
た
南
一

色
区

　『
姉
妹
都
市
・
長
泉
町
を
ご
紹
介
』

長泉町から長泉町から 姉　妹　都　市姉　妹　都　市

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線
東名高速道路

浜松 IC
浜松

至 名古屋

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

　　長泉町役場・行政課
　　　☎055-989-5500
問

熱
く
燃
え
た
夏
！

長
泉
わ
く
わ
く
祭
り
が

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

協力：御食事処 恵

カップ食パンで
　 リッチな気分に？

地産地消プロジェクト

レシピ.3レシピ.3
おらが村の味おらが村の味

作
り
方

① 

し
い
た
け
、
エ
リ
ン
ギ
、
玉

ね
ぎ
は
ス
ラ
イ
ス
、
じ
ゃ
が

い
も
は
一
口
大
に
、
豚
肉
は

4
等
分
位
に
切
る
。
し
め
じ

は
石
づ
き
を
切
り
落
と
し
小

分
け
に
す
る
。

② 

食
パ
ン
を
5
㎝
程
度
の
厚
さ

に
切
り
、
中
心
を
く
り
抜
く
。

③ 

油
を
ひ
い
た
な
べ
に
、
①
で

準
備
し
た
材
料
を
入
れ
炒
め

る
。

④ 

炒
め
た
ら
水
2
5
0
㏄
を
入

れ
、
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら

ル
ー
を
入
れ
混
ぜ
る
。

　

※
最
後
に
く
り
抜
い
た
パ
ン

も
入
れ
る
。

⑤ 

食
パ
ン
の
中
に
シ
チ
ュ
ー
を

入
れ
、
と
け
る
チ
ー
ズ
を
の

せ
た
ら
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス

タ
ー
へ
。

⑥ 

チ
ー
ズ
が
と
け
て
表
面
に
少

し
焦
げ
目
が
つ
い
た
ら
出
来

上
が
り
‼

（
敬
称
略
）

し
い
た
け
…
…
…
…
…
…
２
枚

エ
リ
ン
ギ
…
…
…
…
…
…
１
本

玉
ね
ぎ
（
小
）
…
…
１
／
４
個

し
め
じ
…
…
…
１
／
２
パ
ッ
ク

じ
ゃ
が
い
も
（
小
）
…
…
１
個

豚
肉
ス
ラ
イ
ス
…
…
…
…
２
枚

食
パ
ン
…
…
…
…
…
…
…
１
斤

と
け
る
チ
ー
ズ
…
…
…
…
適
当

ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
用
ル
ー

…
…
１
か
け

材
料（
２
人
分
）

ふるさと情報　フォトｄｅあおき

道
の
駅
あ
お
き
新
商
品

　
　
　
コ
ン
パ
ラ
ソ
フ
ト

喜憂の欄については、

HP上での掲載はしていません。

17広報あおき　462号



再生紙を使用しています

真
田
氏
と
青
木
村

幸
隆
の
小
県
へ
の
復
帰

（
文
責   

沓
掛
貞
人
）

武
田
氏
と
信
濃
の
平
定
に
努
力

幸
隆
の
砥
石
城
の
攻
略
に
よ
り
東
信
濃
の
義
清
の
拠
点
の
一
角
は
崩
さ
れ
た
が
、基
盤
は
強
固
な
も
の

で
あ
っ
た
。晴
信
は
直
接
正
面
よ
り
撃
つ
こ
と
は
避
け
て
周
辺
部
を
攻
略
し
、次
第
に
網
を
絞
る
作
戦
を

取
っ
た
。

天
文
二
十
二
年（
一
五
五
三
）正
月
・
再
度
佐
久
・
諏
訪
・
伊
那
等
を
整
理
し
、完
了
し
た
晴
信
は
、砥
石
城
の
再

興
と
い
う
名
目
で
甲
府
を
出
発
し
た
が
、実
は
小
笠
原
の
残
党
を
攻
略
す
る
た
め
中
信
に
入
り
、筑
摩
郡

の
苅
屋
原
・
塔
ノ
原
を
連
破
し
、会
田
の
虚
空
蔵
山
ま
で
放
火
し
て
い
る
。真
田
幸
隆
は
相
変
わ
ら
ず
村
上

内
部
の
切
り
崩
し
に
奔
走
し
て
い
た
が
、晴
信
の
武
力
示じ
い威
の
動
き
は
、村
上
内
部
の
諸
将
に
大
き
な
動

揺
を
与
え
、次
第
に
武
田
に
付
く
者（
屋
代
・
塩
崎
・
石
川
等
）多
く
な
っ
て
い
た
。天
文
二
十
二
年
四
月
九
日

に
は
、村
上
氏
の
本
城
の
坂
城
の
葛
尾
城
は
、こ
れ
ら
の
諸
将
に
よ
り
、自
落
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

信
濃
の
名
族
が
、ま
た
一
つ
本
拠
を
失
っ
た
わ
け
で
、ま
さ
に
戦
国
の
世
の
厳
し
さ
を
知
る
の
で
あ
る
が
、

本
拠
を
追
わ
れ
た
義
清
は
、北
信
の
高
梨
氏
ら
と
共
に
越
後
の
長
尾
景
虎（
後
の
上
杉
謙
信
）を
頼
っ
た
の

で
、謙
信
の
信
濃
攻
略
の
理
由
が
で
き
て「
川
中
島
の
戦
い
」の
基
が
で
き
た
の
で
す
。

葛
尾
条
の
陥
落
を
知
っ
た
晴
信
は
青
柳
、麻
績
方
面
を
侵
略
し
八
幡
方
面
に
兵
を
進
め
た
後
に
甲
府
に
帰

陣
し
て
い
る
。晴
信
は
早
速
に
村
上
氏
の
最
後
の
拠
点
で
あ
る
福
沢
昌
景
が
守
る
小
県
の
塩
田
城
攻
め
を

決
定
、こ
の
旨
を
佐
久
内
山
城
の
小
山
田
備
中
守
昌
辰
に
連
絡
し
、真
田
に
も
直
接
連
絡
す
べ
き
だ
が
、そ

の
方
か
ら
連
絡
す
る
よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
。

こ
の
内
容
か
ら
幸
隆
が
本
拠
地
の
小
県（
お
そ
ら
く
砥
石
城
）に
復
帰
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

信
玄
の
塩
田
城
攻
め

天
文
二
十
二
年
七
月
二
十
五
日
に
信
玄
は
甲
府
を
出
立
し
佐
久
の
海
ノ
口
を
経
て
、八
月
一
日
に
は
長
窪

城
で
陣
を
整
え
、和
田
城
を
攻
略
し
城
主
以
下
を
皆
討
ち
死
に
さ
せ
て
、四
日
に
は
高
島
屋
城（
丸
子
町
と

武
石
村
の
境
）内
村
城
を
陥
落
さ
せ
て
、翌
五
日
に
は
前
山
に
あ
る
塩
田
城
を
攻
撃
し
た
。『
高
白
斎
記
』に

は「
塩
田
ニ
向
ッ
テ
御
動
キ
、地
ノ
城
自
落
ス
。本
城
ニ
御
旗
ヲ
立
テ
ラ
ル
。七
日
辛
巳
戌
ノ
刻
、飯
富
当
塩

田
城
主
ノ
御
請
ヶ
申
サ
ル
、減
日
、八
日
壬
午
本
城
へ
籠
リ
登
ラ
レ
候
」と
記
さ
れ
て
い
る
。村
上
義
清
は
同

城
か
ら
逃
走
し
行
方
し
れ
ず
と
な
っ
た
。

『
妙
法
寺
記
』に「
此
年
信
州
村
上
殿
八
月
塩
田
の
要
害
ヲ
引
ノ
ヶ
行
ク
方
知
ラ
ズ
ナ
リ
候
一
日
ノ
内
ニ
要

害
十
六
落
チ
申
シ
候
」と
記
し「
女
子
供
に
至
る
ま
で
生
捕
り
に
し
た
も
の
の
数
は
数
え
き
れ
な
い
」と
述

べ
て
い
る
。こ
の
戦
い
で
村
上
義
清
は
完
全
に
失
墜
し
東
信
地
方
は
武
田
の
掌
中
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。

戦
後
塩
田
城
は
飯
富
虎
昌
が
城
主
と
し
て
守
る
が
、晴
信
は
戦
後
処
理
を
行
い
小
県
郡
の
諸
士
・
真
田
・
室

賀
・
小
泉
・
浦
野
・
祢
津
・
曲
尾
・
水
出
所
領
を
宛
行
い
。生
島
足
島
神
社
の
社
領
等
も
安
堵
し
て
い
る
。幸
隆

も
こ
の
時
、秋
和
の
三
百
五
十
貫
文
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
三
男
の
昌
幸
を
人
質
と
し
て
の
代

償
で
も
あ
る
。昌
幸
は
武
藤
を
四
男
信
昌
も
人
質
と
な
り
加
津
野
姓
を
賜
り
、武
田
の
家
臣
と
し
て
成
長

し
た
の
で
あ
る
。何
れ
に
し
て
も
秋
和
が
加
増
さ
れ
、一
三
五
〇
貫
文
の
土
地
が
上
田
城
周
辺
部
に
用
意
さ

れ
た
の
で
あ
り
、上
田
進
出
の
基
盤
は
、こ
の
時
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、こ
れ
で
安
泰
で
は
な
か
っ
た
か
天
文
二
十
二
年
九
月
、塩
田
城
が
陥
落
し
て
す
ぐ
の
事
越
後
の
長

尾
景
虎
が
坂
城
の
南
条
に
進
出
放
火
し
た
。塩
田
城
に
い
た
信
玄
は
、す
ぐ
に
出
兵
し
た
が
、景
虎
軍
が
兵

を
引
い
た
の
で
事
な
き
を
え
た
。愈
々
川
中
島
の
戦
い
で
あ
り
、幸
隆
も
参
戦
し
て
い
た
。

ひまわり組14名、ばら組14名は、ほとんど毎日のプールを楽しみました！「水と仲良しになること」をねらいとし
て、プールでカラーボールやタイル拾いをしたり、ビート板を使って水と親しんできました。「この夏プール遊びで
どんなことが楽しかったかな？できるようになったかな？」をテーマに一人一人の思いをコメントしました。

青木村保育園　ひまわり組 青木村保育園　ばら組

沓掛千優………水に顔をつけられるようになったよ。ビート板で遊ぶのが楽しい！
尾澤渓太…………………………………………………… すべり台が楽しいです。
西沢龍之丞………すべり台が楽しいし、ビート板で水に浮くことができるよ。
本田真琴………………… お水の中にばしゃーんってもぐれるようになったよ。
小林瑠夏…………水の中にもぐったり、ビート板で流れていくのが楽しいです。
小林莉子…………………ビート板を2つ使って水に流れていくのが楽しいです。
宮澤幸恵………………… ビート板を使って浮いたりもぐったりが楽しいです。
坂井彩那…………………………泳いだりもぐったりが、へっちゃらになったよ。
沓掛裕文……………… お水の中に顔をビシャってつけられるようになったよ。
小林一翔…………………………………………………… すべり台が楽しいです。
宮入透誠…………………………… 水の中にどんどんもぐれるようになったよ。
安西良芽……………………………… 顔を水につけられるようにがんばったよ。
早川いろは……ビート板を2つ持って水の上でプカプカするのが楽しいです。
合津うらら………………… ビート板をもって水に流されるのが楽しいです。

沓掛　奏………………………………………………… 頭までもぐれたよ！
小山田愛………………………マーメイドみたいに浮けるようになったよ。
増田奏汰………………………………水に顔をつけられるようになったよ。
宮﨑愛莉…………………ワニさん歩きで顔をつけられるようになったよ。
齋藤愛心……………………………… クロールで泳ぐのが楽しかったよ！
岡澤光汰朗………………… ビート板でプカプカ浮くのが楽しかったよ！
宮原　駿……………………………… ワニさん歩きで顔をつけられるよ！
山浦珠奈…………… イルカジャンプができるようになって楽しかった！
花城鳴海……………………………シャワーをあびるのが一番楽しかった。
横澤一樹………………………………… イルカジャンプが楽しかったよ！
池田千晴……………「スィー」っとカエル泳ぎができるようになったよ！
上野唯花……………… イルカ泳ぎが出来るようになって楽しかったよ！
並木栞奈………………………………水に顔をつけられるようになったよ。
星野朱里……………………………水に顔をつけられるように頑張ったよ。

男の子 6名
女の子 8名
計 14名

男の子 7名
女の子 7名
計 14名

今年から初めて村営プールに
　　　　　デビューした年中組 !!

がんばれ
  あおきっ子

平成 29年 9月号18


